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年-1施
間改設施
の正機行
継1-‘能以
続案分来
審が化

　

｀
議国な四
の会ど＋
後にを数
｀提め年
今出ざぶ
国さすり
会れ医に
で

　

｀療医
審二法療

議
入
り
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
改
正
」
案
は
、
医
療
提
供
の

理
念
を
法
文
化
し
、
病
院
を
一
般
病
院

の
ほ
か
に
、
高
度
な
医
療
を
提
供
す
る

　

「
特
定
機
能
病
院
」
と
長
期
の
療
養
を

必
要
と
す
る
患
者
向
け
の
「
療
養
型
病

床
群
」
を
新
た
に
設
け
る
こ
と
、
医
療

機
関
の
広
告
規
制
を
緩
和
す
る
こ
と
な

ど
を
主
な
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
で
は
、
こ
の
「
改
正
」
案
が
、

難
病
患
者
や
慢
性
疾
患
の
患
者
の
治
療

に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
と
し
て
賛
成

で
き
な
い
と
の
態
度
を
と
っ
て
き
ま
し

た
が
、
審
議
が
本
格
化
し
た
四
月
二
十

四
日
、
緊
急
に
国
会
へ
の
要
請
行
動
を

行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
緊
急
要
請
行
動

に
は
、
十
四
団
体
（
八
地
域
難
病
連
、

六
疾
病
団
体
）
か
ら
三
十
七
人
の
代
表

が
参
加
し
、
数
人
ず
つ
に
別
れ
て
衆
院

全
厚
生
委
員
の
部
屋
を
訪
ね
、
患
者
の

実
態
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
「
改
正
」

案
の
廃
案
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
主
力

　

烈

　

は
、
①
特

定
機
能
病
院
で
は
、
紹
介
制
の
採
用
で
、

難
病
や
慢
性
疾
患
の
患
者
の
専
門
的
な

治
療
が
自
由
に

　

け
ら
れ
な
く
な
る
②

在
院
期
間
も
制
限
さ
れ
、
安
心
し
て
入

１
１
院
で
き
な
い
⑤
療
養
型
病
床
群
で
は
、

老

　
　
　

ヽ

　
　

・

　
　

”
・
準
と
さ

れ
、
＋

　

Ｚ
口
Ｉ
Ｊ
と
看
護
が
保
障
さ
れ

Ｉな
い
④
療
養
型
病
床
群
で
は
、
医
療
の

質
を
低
下
さ
せ
る
⑤
長
期
入
院
を
必
要

と
す
る
患
者
は
、
医
療
の
質
の
低
い
療

１
　
型
病
床
群
に
強
制
的
に
転
院
さ
せ
ら

Ｉれ
る
⑥
各
病
院
ご
と
の
診
療
報
酬
が
設

定
さ
れ
、
療
養
型
病
床
群
で
は
診
療
報

酬
上
も
質
の
低
い
医
療
へ
と
誘
導
さ
れ

て
、
差
別
が
公
然
と
吸
入
さ
れ
る
⑦
患

　
　

担
の
拡
大
が
心
配
さ

　
　

⑧
今
回

　

「
改
正
」
に
つ
づ
き
、
第
二
、
第
三
の

　

「
改
正
」
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
難
病
、

慢
性
疾
患
の
患
者
の
医
療
供
給
体
制
は

い
つ
そ
う
制
限
さ
れ
る
、
な
ど
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
「
改
正
」
案
の
内
容
に
、

各
患
者
団
体
か
ら
多
く
の
要
望
書
、
実

態
や
不
安
を
訴
え
る
手
紙
が
衆
院
厚
生

委
員
宛
に
送
ら
れ
、
審
議
の
中
で
も
紹

介
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
患
者
の

懸
念
は
実
質
的
に
葬
ら
れ
、
五
月
十
五

日
、
一
部
修
正
の
上
、
採
択
さ
れ
、
参

院
に
回
付
さ
れ
ま
し
た
。
（
修
正
内
容
、

付
帯
決
議
は
二
面
参
照
）
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医
療
法
、
参
院
へ

　
　
　
　
　

受
診
抑
制
防
止
を
規
定

　

一
昨
年
の
通
常
国
会
以
来
、
継
続
審
議

と
さ
れ
て
い
た
医
療
法
「
改
正
」
案
が
、

今
国
会
で
審
議
入
り
し
、
衆
院
厚
生
委
員

会
で
審
議
の
後
、
五
月
十
五
日
、
社
公
民

各
党
提
出
の
修
正
案
を
調
整
し
て
法
案
を

修
正
、
採
央
さ
れ
ま
し
た
。

　

修
正
内
容
は
別
項
の
と
お
り
で
す
が
、

今
「
改
正
」
案
の
中
心
で
あ
る
医
療
施
設

機
能
の
体
系
化
に
つ
い
て
は
無
修
正
で
、

逆
に
医
療
提
供
体
制
に
つ
い
て
引
き
続
き

検
討
し
、
法
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
付
則

に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
の
主
な
修

正
点
は
、
医
療
法
上
の
医
療
理
念
中
に
、

医
癈
の
担
い
手
と
し
て
医
師
、
歯
科
医
師

に
加
え
て
、
薬
剤
師
、
看
護
婦
の
位
置
付

け
を
明
確
に
し
た
こ
と
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
に
つ
い
て
検
討
事
項
と

し
た
こ
と
、
看
護
婦
な
ど
医
療
従
事
者
の

養
成
と
人
員
配
置
に
つ
い
て
検
討
規
定
を

設
け
た
こ
と
、
施
設
機
能
の
体
系
化
で
受

診
抑
制
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
付
則
に
加
え

た
こ
と
な
ど
で
す
。

　

「
改
正
」
案
は
、
現
定
法
で
病
院
と
診

療
所
に
別
れ
て
い
る
施
設
体
系
の
う
ち
、

病
院
を
一
般
の
病
院
と
高
度
医
療
を
専
門

に
扱
う
「
特
定
機
能
病
院
」
、
長
期
慢
性

患
者
を
主
に
収
容
す
る
「
療
養
型
病
床
群
」

を
新
た
に
加
え
る
こ
と
を
柱
と
す
る
も
の

で
す
。

　

同
「
改
正
」
案
は
、
今
後
、
参
院
で
の

審
議
に
移
り
ま
す
が
、
難
病
患
者
ら
の
医

療
に
屯
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ

る
同
法
に
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
は
引
き
続
き

反
対
運
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

医
療
法
の
一
部
を
改
正

　

す
る
法
律
案
修
正
要
旨

　

一
、
医
療
の
担
い
手
に
「
薬
剤
師
」
及
び

　
　

「
看
護
婦
」
を
明
記
す
る
こ
と
。

二
、
医
療
提
供
施
設
間
の
連
係
の
情
報
の

　

受
け
手
に
「
薬
剤
師
」
を
明
記
す
る
こ

　

と
。

三
、
特
定
機
能
病
院
の
人
員
配
置
規
定
に

　
　

「
薬
剤
師
」
を
明
記
す
る
こ
と
。

四
、
政
府
は
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤

　

師
、
看
護
婦
そ
の
他
の
担
い
手
と
医
療

　

を
受
け
る
者
と
の
信
頼
関
係
を
よ
り
促

　

進
す
る
た
め
、
医
療
の
担
い
手
が
、
医
療

　

を
提
供
す
る
に
当
た
り
、
適
切
な
説
明

　

を
行
い
、
医
療
を
受
け
る
者
の
理
解
を

　

得
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
に
関
し
検
討

　

を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要

　

な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

五
、
政
府
は
、
患
者
の
病
状
に
応
じ
て
適

　
　

切
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
　

よ
う
、
総
合
病
院
そ
の
他
の
病
院
及
び

　
　

診
療
所
の
在
り
方
、
家
庭
医
機
能
の
充

＠

　

実
等
地
域
に
お
け
る
医
療
を
提
供
す
る

　

施
設
相
互
間
の
業
務
の
連
係
の
在
り
方

　

等
医
療
を
提
供
す
る
体
制
に
関
し
、
引

　

き
続
き
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基

　

づ
い
て
法
制
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な

　

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

六
、
政
府
は
、
看
護
婦
そ
の
他
の
医
療
従

　

事
者
の
養
成
及
び
確
保
に
努
め
る
と
と

　

も
に
、
医
療
従
事
者
の
病
院
に
お
け
る

　

人
員
配
置
等
に
関
し
検
討
を
加
え
、
そ

　

の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講

　

ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

七
、
政
府
は
、
医
療
を
提
供
す
る
施
設
の

　

機
能
の
体
系
化
を
推
進
す
る
に
当
た
っ

　

て
は
、
国
民
の
必
要
か
つ
適
切
な
受
診

　

が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮

　

す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

八
、
本
法
改
正
に
伴
う
関
係
法
律
に
つ
い

　

て
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　

一
九
九
二
年
五
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　

衆
議
院
厚
生
委
員
会

　

医
療
法
の
一
部
を
改
正
す
る

　

法
律
案
に
対
す
る
付
帯
決
議

　

政
府
は
、
速
や
か
に
次
の
事
項
に
つ
い

て
実
現
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
引
き
続
き
医
療
施
設
の
機
能
の
体
系

　

化
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
に

　

病
状
に
応
じ
た
適
切
な
医
療
を
提
供
す

　

る
こ
と
が
で
き
る
医
療
供
給
体
制
の
確

　

立
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
医
療
従
事

　

者
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
そ
の
確
保

　

に
努
め
る
こ
と
。

二
、
療
養
型
病
床
群
へ
の
患
者
の
入
院
に

　

つ
い
て
は
、
入
院
日
数
に
よ
り
一
律
に

　

取
扱
わ
な
い
も
の
と
す
る
と
と
も
に
。

　

療
養
型
病
床
群
に
入
院
し
て
い
る
患
者

　

の
病
状
が
急
変
し
た
場
合
に
も
、
適
切

　

な
診
療
が
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ

　

と
。

三
、
医
療
機
関
の
広
告
規
制
の
緩
和
を
行

　

う
に
当
た
っ
て
は
、
患
者
に
適
切
な
医

　

療
情
報
を
提
供
す
る
い
う
観
点
か
ら
、

　

広
告
の
内
容
及
び
方
法
に
つ
い
て
、
適

　

切
な
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
。

四
、
医
療
計
画
に
基
づ
き
、
救
急
医
療
、

　

へ
き
地
医
療
が
充
実
さ
れ
る
よ
う
、
都

　

道
府
県
を
指
導
す
る
こ
と
。

五
、
救
急
。
へ
き
地
等
の
医
療
の
確
保
に

　

つ
い
て
は
、
医
療
政
策
の
重
要
な
課
題

　

で
あ
り
、
今
後
と
も
、
救
急
医
療
、
へ

　

き
地
医
療
等
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う

　

所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

六
、
教
育
研
究
機
能
と
診
療
機
能
の
両
面

　

を
持
つ
大
学
病
院
の
運
営
に
お
け
る
医

　

療
費
に
つ
い
て
、
効
果
的
な
使
用
に
努

　

め
る
こ
と
。

一
九
九
二
年
五
月
十
五
日

　
　

衆
議
院
厚
生
委
員
会

JI熟鮨の抑間1992- 6
3２８
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差
別
医
療
を
さ
ら
に
推
進

　
　
　
　

施
設
体
系
化
に
は
手
を
つ
け
ず

　

一
九
八
〇
年
代
に
第
二
次
臨
時
行
政
調

査
会
が
相
次
い
で
だ
し
た
答
申
に
そ
っ

て
、
医
療
や
福
祉
の
制
磨
ぷ
次
々
に
「
改

正
」
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
医
療
制
度
で
は
。
そ
れ
ま
で
患
者

負
担
の
な
か
っ
ご
作
い
四
四
七
、
老
人
保

健
法
の
制
定
で
患
者
一
部
負
担
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
老
人
保
健
法
は
そ
の
後
も
再

三
「
改
正
」
さ
れ
、
患
者
負
担
が
引
き
上

げ
ら
れ
、
つ
い
に
は
一
九
九
五
年
度
（
平

成
七
年
度
）
か
ら
は
消
費
者
物
価
に
ス
ラ

ーイ
ド
し
て
、
国
会
に
諮
ら
な
く
て
も
毎
年

引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
れ

ま
し
た
。
心
胤
四
万
皿
ｗ
Ｌ
）
、
そ
れ
ま
で
十

割
給
付
だ
っ
た
本
人
の
給
付
率
が
九
割

　

（
法
務
上
は
八
割
）
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

本
人
も
患
者
負
担
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
立
医
療
機
関
の
統
廃
合
計
画
と
、
医

療
法
の
「
改
正
」
に
よ
る
「
地
域
医
療
計

画
」
の
策
定
を
都
道
府
県
に
義
務
付
け
る

こ
と
で
、
全
国
の
入
院
ベ
ッ
ド
を
減
ら
す

方
向
も
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

診
療
報
酬
（
保
険
点
数
）
も
全
体
に
低

く
抑
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
年
齢
に
よ

る
差
別
、
入
院
期
間
に
よ
る
差
別
、
定
額

制
な
ど
が
導
入
さ
れ
て
、
長
期
間
の
入
院

が
で
き
な
い
、
医
療
、
看
護
の
質
が
低
く

な
る
な
ど
の
政
策
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
政
府
は
国
の
医
療
費
支
出

を
抑
え
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ

の
た
め
、
特
に
、
老
人
の
医
療
へ
の
差
別

は
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
国
の
政
策
は
、
「
わ
が
国
の

医
療
は
、
す
で
に
量
的
に
は
充
足
し
て
お

り
、
質
的
に
充
実
さ
せ
る
時
代
に
入
っ
て

い
る
」
と
の
認
識
の
も
と
に
、
そ
の
た
め

の
「
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
こ
れ
か
ら
の
医

簾
改
革
の
基
本
に
据
え
る
」
（
国
民
医
療

総
合
対
策
推
進
本
部
中
間
報
告
）
と
し
、

す
す
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

診
療
報
酬
改
定
が

　
　

「
改
正
」
案
を
先
導

　

今
回
の
医
療
法
「
改
正
」
案
も
、
そ
の

　

「
医
療
改
革
」
の
｝
環
と
し
て
一
昨
年
の

通
常
国
会
に
厚
生
省
が
提
出
し
た
も
の
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
が
政
省
令
に
ゆ

だ
ね
ら
れ
る
部
分
が
多
い
た
め
、
あ
ま
り

に
も
不
透
明
だ
と
し
て
、
継
続
審
議
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
四
月
か
ら
の
診
療
報
酬
改
定

が
事
実
上
、
医
療
法
「
改
正
」
案
を
先
取

⑩
り
す
る
内
容
で
実
施
さ
れ
、
今
国
会
で
ど

う
し
て
も
成
立
さ
せ
た
い
と
す
る
厚
生
省

の
意
気
込
み
も
あ
っ
て
つ
い
に
審
議
入
り

し
た
も
の
で
す
。

　

患
者
に
重
大
な
影
響

　

与
え
る
施
設
体
系
化

　
　

「
改
正
」
案
の
主
な
内
容
は
、
①
医
療

法
に
理
念
規
定
を
設
け
る
②
施
設
機
能
の

体
系
化
を
図
る
⑤
医
療
機
関
の
広
告
規
制

を
緩
和
す
る
④
医
療
機
関
の
業
務
範
囲
を

拡
大
す
る
⑤
診
療
科
名
を
拡
大
す
る
な
ど

で
す
。

　

特
に
Ｊ
Ｐ
Ｃ
な
ど
患
者
団
体
が
重
視
し

て
い
る
の
は
医
療
施
設
の
体
系
化
で
す
。

現
在
、
医
療
施
設
は
。
病
院
と
診
療
所
に

区
分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
病
院

を
一
般
の
病
院
の
ほ
か
に
、
高
度
医
療
を

専
門
に
扱
う
「
特
定
機
能
病
院
」
と
、
長

期
療
養
患
者
専
門
の
「
療
養
型
病
床
群
」
を

新
た
に
設
置
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

「
特
定
機
能
病
院
」
は
紹
介
制
を
原
則

と
す
る
こ
と
で
大
病
院
へ
の
忠
者
集
中
を

　
　
　
　
　

１

制
限
す
る
と
し
、
「
療
養
型
病
床
群
」
は

医
師
、
看
護
婦
の
数
を
老
人
病
院
並
み
に

減
ら
し
て
「
長
期
入
院
に
適
し
た
医
療
を

提
供
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

療
養
型
病
床
群
の

職
員
老
人
病
院
並

し
か
し
、
衆
院
で
修
正
さ
れ
た
法
案
は
、

こ
の
医
療
施
設
の
体
系
化
に
は
ま
っ
た
く

手
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
が
実
施
さ
れ
る
と
、
難
病
患
者
の

よ
う
に
大
学
病
院
な
ど
大
病
院
で
し
か
専

門
的
な
医
療
が
受
け
ら
れ
な
い
患
者
は
、

紹
介
が
な
け
れ
ば
受
診
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
「
特
定
機
能
病
院
」
は
こ
う
し
た
大

病
院
を
想
定
し
た
も
の
で
す
。

　
　

「
療
養
型
病
床
群
」
も
、
患
者
百
人
に

対
し
て
医
師
三
人
、
看
護
婦
十
七
人
と
一

般
病
院
の
半
分
に
近
い
特
例
許
可
老
人
病

院
並
の
人
員
配
置
基
準
と
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
診
嬢
報

酬
は
一
般
病
院
よ
り
も
低
い
基
準
と
さ

れ
、
必
要
で
十
分
な
医
療
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

必
要
で
十
分
な
医

　

療
体
制
め
ざ
し
て

　

五
月
十
九
日
の
衆
院
本
会
議
で
こ
の
修

正
案
は
採
択
さ
れ
、
参
院
に
送
付
さ
れ
ま

し
た
が
、
修
正
さ
れ
た
付
則
に
は
、
「
引

き
続
き
検
討
を
加
え
、
法
制
の
整
備
そ
の

他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
く
」
と
し

て
お
り
、
今
後
も
さ
ら
に
医
療
提
供
の
体

制
の
「
改
革
」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
、
必
要
で
十
分
な
医
療
が
、
誰

で
も
い
つ
で
も
受
け
ら
れ
る
医
療
体
制
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
、
患
者
の
立
場
か
ら
引

き
続
き
こ
の
「
改
正
」
案
に
反
対
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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医
療
法
な
ど
情
勢

　

学
習
と
運
動
強
化

　
　
　

一
年
ぶ
り
の
幹
事
会
で

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
四
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日

の
二
日
間
、
東
京
・
港
区
の
東
京
コ
マ
旅

行
会
館
で
第
七
回
の
幹
事
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
幹
事
会
に
は
、
お
さ
、
伊
藤
両
代

表
幹
事
ら
二
十
六
人
が
出
席
し
、
こ
の
一

年
間
の
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
活
動
報
告
と
当
面
す
る

医
療
法
「
改
正
」
案
を
は
じ
め
と
す
る
医

療
、
福
祉
情
勢
、
第
七
回
総
会
の
準
備
と

総
会
に
提
出
す
る
議
案
な
ど
を
協
議
し
ま

し
た
。

　

幹
事
会
は
本
来
な
ら
半
年
に
一
回
開
催

さ
れ
る
は
ず
で
し
た
が
、
昨
年
十
月
に
予

定
し
て
い
た
幹
事
会
が
、
日
本
列
島
を
縦

断
し
た
台
風
の
た
め
開
催
で
き
な
か
っ
た

た
め
一
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

幹
事
会
で
は
、
小
林
事
務
局
長
か
ら
、

全
国
患
者
・
家
族
集
会
の
開
催
と
デ
モ
、

各
省
交
渉
の
実
施
、
地
難
連
交
流
会
の
開

催
、
国
会
請
願
の
取
組
み
、
個
人
参
加
団

体
交
流
会
の
開
催
、
事
務
局
担
当
者
研
修

会
の
開
催
、
厚
生
省
交
渉
な
ど
、
こ
の
一

年
間
の
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
活
動
が
報
告
さ
れ
、
質

疑
の
後
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
代
表
幹
事
か
ら
は
、
医
祭
法
「
改

正
」
案
を
め
ぐ
る
動
き
や
、
四
月
か
ら
の

診
療
報
酬
改
定
の
意
味
と
そ
の
も
た
ら
す

影
響
、
福
祉
八
法
改
正
の
市
町
村
や
そ
の

住
民
に
も
た
ら
す
影
響
な
ど
、
医
療
、
福

祉
を
め
ぐ
る
厳
し
い
情
勢
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
協
議
し
、

各
加
盟
団
体
で
も
学
習
を
深
め
、
医
療
法

　

「
改
正
」
に
反
対
す
る
運
動
を
強
め
よ
う

な
ど
と
確
認
し
ま
し
た
。

　

六
月
七
日
に
開
く
第
七
回
総
会
の
準
備

と
、
総
会
に
提
出
す
る
議
案
に
つ
い
て
も

協
議
し
、
総
会
の
段
取
り
と
体
制
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
各
議
案
に
つ
い
て
は
い

く
つ
か
の
補
強
、
修
正
の
後
、
承
認
し
ま

し
た
。

　

幹
事
会
で
は
、
四
年
間
専
従
者
と
し
て

働
い
て
き
た
岩
本
操
事
務
局
員
が
四
月
三

十
日
付
で
退
職
し
、
代
わ
っ
て
山
崎
旦
夫

氏
を
当
面
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
と
し
て
採
用

す
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
承
認
し
ま
し
た
。

＠

来
年
度
予
算
で

厚
生
省
へ
陳
情

　

第
七
回
幹
事
会
の
翌
四
月
二
十
七
日
、

伊
藤
代
表
幹
事
を
は
じ
め
常
任
幹
事
と
在

京
の
団
体
代
表
ら
十
一
人
は
、
厚
生
省
を

訪
問
し
、
来
年
度
予
算
で
難
病
対
策
な
ど

の
拡
充
を
求
め
て
陳
情
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
寺
松
尚
保
健
医
療
局
長
、

同
局
疾
病
対
策
課
北
窓
隆
子
課
長
補
佐
の

ほ
か
、
保
険
局
医
療
課
、
老
人
保
健
福
祉

部
計
画
課
。
同
老
人
保
健
課
、
社
会
局
更

生
課
、
健
康
政
策
局
総
務
課
な
ど
を
訪
ね
、

患
者
の
実
情
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
そ
の

要
望
の
実
現
を
求
め
て
陳
情
し
ま
し
た
。

　

要
望
の
内
容
は
、
難
病
の
研
究
、
治
療

法
の
早
期
確
立
、
国
立
医
療
機
関
の
充
実
、

難
病
患
者
の
た
め
の
後
方
医
療
施
設
の
設

置
な
ど
の
医
療
対
策
、
医
療
保
険
制
度
の

充
実
、
高
度
先
進
医
療
へ
の
保
険
適
用
、

差
額
徴
収
の
解
消
、
老
人
保
健
法
患
者
一

部
負
担
の
廃
止
な
ど
医
療
費
保
障
の
改

善
、
年
金
制
度
の
改
善
、
福
祉
対
策
の
拡

充
な
ど
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
患
者
の
要
望
に
た
い
し
て
、

保
健
医
療
局
長
や
疾
病
対
策
課
課
長
補
佐

ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
努
力
す
る
と
応
え
ま
し

た
が
、
具
体
的
な
回
答
は
避
け
、
来
年
度

予
算
で
難
病
対
策
な
ど
を
拡
充
す
る
と
の

約
束
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

来
年
度
の
活
動
計
画

　

を
再
検
討
－
常
幹

　

三
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ

は
第
二
十
四
回
常
任
幹
事
会
を
開
き
ま
し

た
。
常
任
幹
事
会
で
は
、
幹
事
会
、
総
会

の
準
備
、
そ
の
議
案
な
ど
を
協
議
し
た
ほ

か
、
岩
本
事
務
局
員
が
退
職
す
る
こ
と
に

と
も
な
っ
て
、
事
務
局
体
制
が
手
薄
に
な

る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
の
活
動
日
程
に
つ

い
て
、
前
回
常
任
幹
事
会
で
の
計
画
を
見

直
し
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
活
動
の
柱
を
、
事
務
局

体
制
が
再
構
築
さ
れ
る
ま
で
、
加
盟
団
体

へ
の
情
報
提
供
、
厚
生
省
な
ど
へ
の
陳
情

活
動
な
ど
に
お
き
、
会
議
も
多
少
減
量
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
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京
都
難
病
連
は
一
九
七
四
年
（
昭
和

四
九
年
）
ス
モ
ン
の
会
や
ベ
ー
チ
ェ
ッ

ト
病
の
会
な
ど
七
団
体
で
「
連
絡
会
」

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
八
四
年
か
ら

は
「
連
絡
協
議
会
」
と
改
称
、
現
在
で

は
十
四
団
体
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

　

難
病
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設

　

当
難
病
連
は
結
成
か
ら
六
年
目
（
八

〇
年
）
に
事
務
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

同
時
に
「
難
病
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
て
以
来
、
専
従
職
員
を
確
保
し
、

毎
日
、
難
病
相
談
活
動
事
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

八
一
年
か
ら
は
京
都
府
の
委
託
事
業

と
な
り
京
都
市
の
補
助
金
と
合
わ
せ
て

事
務
所
の
維
持
運
営
の
支
え
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
相
談

　

過
去
十
二
年
間
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談

件
数
は
千
四
百
件
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
る
相
談
内
容
は
、
精
神
的

支
え
を
求
め
て
、
専
門
医
療
機
関
に
つ

い
て
、
外
出
援
助
、
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

に
つ
い
て
、
経
済
的
問
題
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

　

三
年
前
か
ら
は
専
門
相
談
員
（
週
二

日
）
も
配
置
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
相
談
活
動
事
業
か
ら
稀
少
難
病

　

い
か
に
財
源
を
確
保
す
る
か
、

相
談
事
業
を
い
か
に
拡
充
充
実
し

て
い
く
か
が
こ
れ
か
ら
の
京
都
難

病
連
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　

知
り
合
お
う

　
　
　

理
解
し
合
お
う

　

『
難
病
患
者
の

　
　

ね
が
い
』
を
発
行

　

数
年
前
の
総
会
の
交
流
会
の
と

き
、
「
自
分
の
病
気
の
こ
と
は
良

く
知
っ
て
い
る
が
、
他
の
病
気
の

こ
と
は
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

「
難
病
患
者
の
ね
が

患
者
の
会
「
京
都
わ
ら
び
会
」
が
結
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

　

相
談
事
業
の
持
つ
課
題
は
、
今
で
も

寄
せ
ら
れ
る
相
談
は
増
え
る
傾
向
に
あ

り
、
訪
問
援
助
の
必
要
性
も
か
か
え
な

が
ら
も
、
財
政
難
の
た
め
に
十
分
に
対

応
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

＠

い
」
を
発
行

京
都
難
病
連

　

そ
こ
で
、
だ
れ
が
読
ん
で
も
分
か
り

や
す
く
沓
い
た
難
病
の
小
冊
子
を
作
る

計
画
を
立
て
『
難
病
患
者
の
ね
が
い
』

の
発
行
（
9
0
年
三
〇
〇
円
）
が
実
現
し

ま
し
た
。
八
千
部
作
り
六
千
二
百
部
を

配
布
し
ま
し
た
。

「
宿
泊
交
流
会
」
を
始
め
て

全
国
に
は
難
病
連
が
主
催
す
る
宿
泊

交
流
会
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
京
都

で
も
始
め
て
三
回
に
な
り
、
好
評
で
す
。

　

参
加
者
一
同
「
み
な
さ
ん
、
明
る
く

生
き
て
い
る
」

　

「
病
気
は
違
う
け
れ
ど

悩
み
は
同
じ
」
。
胆
道
閉
鎖
症
で
子
供

を
な
く
し
た
お
父
さ
ん
が
「
彩
乃
（
あ

や
の
）
の
写
真
を
見
て
や
っ
て
下
さ
い
」

と
発
言
さ
れ
た
時
に
は
み
ん
な
で
、
涙
、

涙
、
な
み
だ
…
…
。

　

詳
し
く
は
機
関
誌
『
京
な
ん
れ
ん
ニ

ュ
ー
ス
』

　

（
年
四
回
発
行
）
に
。
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特集朝
日
訴
訟
の
教
訓

　

朝
日
訴
訟
が
終
わ
っ
た
あ
と
も
、
闘
っ

た
人
び
と
の
中
に
怒
り
は
残
っ
て
も
敗
北

感
は
残
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
は
朝
日
さ
ん
の
意
志
が
き
ち
ん
と

引
き
継
が
れ
、
十
年
に
お
よ
ぶ
運
動
に
よ

っ
て
蓄
積
し
た
貴
重
な
成
果
・
教
訓
が
確

実
に
歴
史
の
中
に
刻
み
込
ま
れ
、
未
来
へ

の
道
標
を
打
ち
た
て
た
か
ら
で
あ
る
。

　

朝
日
訴
訟
中
央
対
策

　

委
員
会
の
総
括

　

五
二
に
の
ほ
る
労
働
組
合
や
民
主
団
体

に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
一
九
六
一
年
か
ら

朝
日
訴
訟
運
動
の
軸
と
な
っ
て
活
躍
し
た

「
朝
日
訴
訟
中
央
対
策
委
員
会
」
は
、
一
九

六
七
年
九
月
十
六
日
に
総
会
を
開
き
、
十

年
に
わ
た
る
全
国
的
な
運
動
を
総
括
す
る

と
と
も
に
、
運
動
を
永
久
に
記
念
す
る
た

め
「
記
念
碑
の
建
立
」
（
一
九
六
八
年
二
月

十
四
日
、
現
地
岡
山
の
早
島
町
に
建
立
）

と
「
朝
日
訴
訟
運
動
史
」
（
一
九
七
一
年
三

月
完
成
）
の
出
版
を
決
め
て
幕
を
閉
じ
た
。

　

こ
の
閉
会
総
会
で
ま
と
め
た
、
十
年
の

運
動
の
成
果
と
教
訓
は
七
点
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
掲
げ
て
み

よ
う
。

　

社
会
保
障
は
国
民
の
権
利

　

そ
の
一
つ
に
は
、
憲
法
第
二
五
条
の
理

念
を
う
け
た
生
活
保
護
法
の
改
善
要
求
を

通
じ
て
、
社
会
保
障
は
国
民
の
基
本
的
な

権
利
で
あ
る
。
と
い
う
社
会
保
障
の
思
想

を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

生
活
保
護
を
恩
恵
と
考
え
が
ち
な
国
民

感
情
の
お
く
れ
と
、
そ
の
お
く
れ
た
意
識

の
上
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
る
国
・
政
府

＠

に
対
し
て
、
安
静
度
一
度
と
い
う
重
症
の

朝
日
さ
ん
が
、
懐
柔
と
威
嚇
、
い
や
が
ら

せ
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
身
を
も
っ
て
示

し
た
こ
の
闘
い
は
、
人
間
が
人
間
ら
し
く

生
き
る
、
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
確
立
し

た
。
そ
し
て
そ
の
闘
い
を
通
じ
て
、
「
よ

ら
し
む
べ
し
知
ら
し
む
べ
か
ら
ず
」
の
厚

い
行
政
の
壁
を
つ
き
く
ず
し
、
「
な
が
い

も
の
に
は
ま
か
れ
ろ
」
的
行
政
に
対
す
る

絶
対
観
や
、
あ
き
ら
め
の
思
想
を
う
ち
や

ぶ
っ
て
人
権
意
識
を
育
て
、
「
権
利
は
闘

う
も
の
の
手
に
」
あ
る
こ
と
を
実
践
的
に

定
着
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

だ
か
ら

こ
そ
、
第

一
審
勝
利

の
判
決
以

降
、
権
利

と
し
て
の

社
会
保
障

の
運
動
は

大
き
く
前

進
し
た
の

で
あ
っ

た
。

文＝長

　

宏

(JPC代表卓学事)

　

改
善
さ
れ
た
生
活
保
護
法

　

も
う
一
つ
は
、
物
価
値
上
が
り
な
ど
に

比
べ
る
と
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
数
次
に

わ
た
っ
て
生
活
保
護
基
準
額
お
よ
び
日
用

品
質
を
改
訂
さ
せ
、
年
金
な
ど
関
係
す
る

社
会
保
険
諸
給
付
の
引
き
上
げ
に
具
体
的

に
影
響
を
与
え
て
き
た
こ
と
。

　

な
お
訴
訟
の
過
程
で
追
及
さ
れ
、
と
く

に
第
一
審
の
判
決
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
教

養
文
化
費
の
計
上
問
題
や
、
あ
る
い
は
。

　

「
必
要
即
応
の
原
則
」
を
規
定
し
た
生
活

保
護
法
第
九
条
の
具
体
化
問
題
は
、
前
者

は
国
立
療
養
所
の
す
べ
て
の
入
所
患
者
に

対
し
て
適
用
さ
れ
、
後
者
は
生
活
保
護
法

に
障
害
者
加
算
制
度
を
新
設
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
実
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

（
生
活
保
護
法
第
九
条
「
保
護
は
、
要
保

護
者
の
年
齢
別
、
性
別
、
健
康
状
態
等
そ

の
個
人
又
は
世
帯
の
実
際
の
必
要
の
相
違

を
考
慮
し
て
、
有
効
且
つ
適
切
に
行
う
も

の
と
す
る
。
」
）
患
者
運
動
の
立
場
か
ら

1992-6
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い
え
ば
要
求
と
主
張
が
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

憲
法
を
暮
ら
し
の
中
に

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
は
、
＋
年
に
わ
た
る

運
動
の
中
で
、
憲
法
の
存
在
、
特
に
憲
法

第
二
五
条
と
、
そ
れ
と
直
接
関
係
の
あ
る

幸
福
を
追
及
す
る
権
利
を
う
た
っ
た
第
一

三
条
や
、
法
の
下
の
平
等
を
う
た
っ
た
第

一
四
条
、
そ
し
て
、
い
ま
や
時
の
問
題
と

も
な
っ
て
い
る
第
九
条
な
ど
、
憲
法
に
対

す
る
一
般
の
関
心
を
大
き
く
高
め
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
朝
日
さ

ん
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
翌
朝
の
新
聞
は

一
斉
に
社
説
で
朝
日
さ
ん
の
逝
去
を
悼
み

つ
つ
、
『
憲
法
が
、
私
た
ち
の
生
活
の
身

近
に
あ
る
こ
と
を
ど
ん
な
憲
法
』
霊
Ｅ
よ
り

も
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
た
」
と
そ

の
業
績
を
讃
え
て
い
た
こ

と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で

あ
る
。

　

（
憲
法
第
九
条
「
日
本
国

民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基

調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠

実
に
希
求
し
、
国
権
の
発

動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に

よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行

使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決

す
る
手
段
と
し
て
は
、
永

久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。

②
前
項
の
目
的
を
達
す
る

|●l

　

.-●_＿_~..__

洲

．

語囲ﾖﾄﾞｰ，

－

　

……l=j=lil゛jlt゛ン／う

た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
武
力
は
、
こ

れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
こ
れ

を
認
め
な
い
。
」
）

　

未
来
を
み
つ
め
る

　
　
　
　
　
　

人
間
を
育
て
て

　

も
し
い
ま
、
七
つ
の
教
訓
に
つ
け
加
え

強
調
す
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
朝
日

訴
訟
は
さ
ま
ざ
ま
な
民
主
的
諸
運
動
に
勇

気
と
確
信
を
与
え
た
だ
け
で
な
く
、
未
来

を
し
っ
か
り
み
っ
め
る
人
間
を
育
て
た
。

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
重
度
障
害
者
の
近
藤
礼
子

さ
ん
の
著
書
『
礼
子
の
鼓
動
』
の
中
に
「
私

は
困
難
に
あ
っ
た
と
き
、
自
分
の
存
在
が

わ
か
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、
一
人
の
人
間

に
励
ま
さ
れ
る
。
そ
の
人
は
朝
日
訴
訟
の

朝
日
茂
氏
で
あ
る
。
重
症
の
結
核
で
、
高

＠
熱
に
悩
ま
さ
れ
、
血
を
喀
き
な
が
ら
人
間

の
命
の
尊
さ
を
叫
び
つ
づ
け
た
人
。
人
間

が
人
間
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
に
な
る

よ
う
に
だ
た
か
い
つ
づ
け
た
人
…
」
と
い

う
文
が
出
て
く
る
。

　

ま
た
、
「
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
仲
間
」
陥
2
5
で
紹

介
し
た
よ
う
に
、
岡
山
県
高
架
市
立
小
学

校
の
若
い
先
生
が
、
社
会
科
の
時
間
に
朝

日
訴
訟
を
取
り
上
げ
、
話
を
聞
い
た
子
供

た
ち
が
「
朝
日
さ
ん
の
よ
う
に
憲
法
を
よ

く
生
か
し
て
、
す
ば
ら
し
い
世
の
中
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
」
と
感
慨
を
綴

っ
た
よ
う
に
、
明
日
の
日
本
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
心
を
も
朝
日
訴
訟
は
し
っ
か
り

捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
子
供
た
ち
を
立

派
に
育
て
つ
つ
あ
る
こ
の
若
い
教
師
に
脱

帽
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
含
め
て

朝
日
訴
訟
は
こ
の
よ
う
に
人
び
と
に
未
来

に
対
す
る
確
信
を
与
え
、
困
難
を
打
開
す

る
た
め
の
勇
気
を
与
え
、
人
間
を
育
て
た

と
い
う
大
き
な
一
面
が
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
朝
日
さ
ん
自
身
も
運
動
の

中
で
鍛
え
ら
れ
成
長
し
た
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
が
、
運
動
に
参
加
し
た
学
生
に

対
し
て
も
、
あ
る
い
は
研
究
者
や
弁
護
士
、

医
者
、
患
者
に
対
し
て
も
、
社
会
改
革
へ

の
自
覚
と
憲
欲
を
も
た
せ
た
の
で
あ
っ

た
。

　

患
者
運
動
の
指
針

　

戦
後
出
発
し
た
ば
か
り
で
、
幼
い
経
験

し
か
も
だ
な
い
患
者
運
動
に
、
運
動
の
普

遍
性
と
道
筋
を
鮮
明
に
し
、
確
信
を
与
え

た
の
は
、
朝
日
訴
訟
で
あ
っ
た
。

　
　

―

第
「
に
は
、
今
日
の
日
本
の
政
治
環
境

の
中
で
は
、
病
人
と
い
え
ど
も
闘
わ
ぬ
か

　
　
　
　
　

ｉ
‐

ぎ
り
、
人
と
し
て
生
き
る
権
利
は
保
障
さ

Ｊれ
な
い
、
と
い
う
運
動
の
原
理
を
明
ら
か

に
し
た
こ
と
・
貧
一
汗
は
ヽ
要
求
に
根
ざ

作

ま
り
闘

ね
に
科
学
的
で
妥
当
な
要
求
に
も
と
づ
か

ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
運
動
の
基
調
を

理
論
化
し
た
こ
と
。

　

。
三
)
は
。
法
と
制
度
を
活
用
し
、
同

時
に
そ
の
改
善
を
追
及
し
い
て
く
、
と
い

う
連
鎖
的
で
か
つ
現
実
的
で
道
理
あ
る
運

動
を
推
進
す
る
為
の
理
論
水
準
の
向
上
を

示
唆
し
た
こ
と
、
で
あ
っ
た
。

　

教
訓
を
継
承
し
て

　

斯
く
し
て
、
日
本
の
患
者
運
動
は
、
初

期
の
日
本
患
者
同
盟
か
ら
今
日
の
Ｊ
Ｐ
Ｃ

に
い
た
る
ま
で
、
朝
日
訴
訟
か
ら
得
た
多

く
の
教
訓
を
生
か
し
て
、
日
常
生
活
か
ら

制
度
の
改
善
に
い
た
る
ま
で
、
多
く
の
業

績
を
築
き
、
そ
の
社
会
的
意
義
を
広
げ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

い
ま
や
日
本
の
患
者
運
動
は
、
生
活
と

権
利
を
守
る
こ
れ
ら
の
教
訓
を
直
線
的
に

継
承
し
、
さ
ら
発
展
さ
せ
て
そ
の
道
を
ま

っ
し
ぐ
ら
に
す
す
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
お
わ
り
）
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己や
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9 1
国
会
請
願
署
名
・
募
金
一
覧

　

９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
月
二
十
日
現
在
）

　

来
た
る
六
月
八
日
（
月
）
午
前
十
時
よ
り
国
会
請
願
を
行
い
ま
す
。
会
員
の
皆

さ
ん
の
奮
闘
の
お
陰
で
五
十
万
余
名
の
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
請
願
行
動
に
は

一
人
で
も
多
く
の
方
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

団　体　Ｚ 署ち数 募金額 団　体　Ｚ 署各数 暮全額

北海道難病逆

秋田難病運

山形県難病連

福島県難病連

茨城県難病連

打馬県難病逆

長野県難病逆

旅岡県難病逆

岐阜県難病逆

滋賀県難病逆

京都難病逆

大阪難病逆

兵庫県難病運

奈良県弱病院

和歌山県難病運

岡山県難病逆

高知県難病逆

38,150

　　H0

12,077

　6,018

12,017

32,782

21,232

14,7(0

10,974

25,5･H

22,595

　1,532

　　577

496,544

　■'11,538

　50 ，000

　89,660

　94,827

232,950

144,370

10 7,961

222,000

　71,0( 0

愛媛県難病巡

宮崎県難病巡

鹿児島県難病巡

ス　　金　　協

全　　交　　災

金　　腎　　l烏

心　　臓　　病

パーキンソン

全　　患　　協

El　　肝　　協

日　忠　同　遊

金　　低　　肺

オス　|ヽミー

日　　喘　　運

そ　　の　　他

　3,817

　3,33(

　7,729

　10 ,824

261,582

　i7,6r)(

　6,743

　　709

　　108

　4,182

　20,00(

　51,000

　91,400

140,144

　12,800

703,029

280,( 00

430,942

　50.000

　20 ，0聞

　24,056

　5,000

　70,700

合　　　計 515,009 3,455,921

一
九
七
六
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
増
刊
通
巻
一
二
（
一
号
（
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
発
行
）

一
九
九
二
年
六
月
二
十
三
日
発
行

＠

　

■
Ｊ
Ｐ
Ｃ

　
　
　
　
　

第
７
回
総
会
ご
案
内

日
時

　

一
九
九
二
年
六
月
七
日
（
日
）

　
　
　

午
後
一
時
開
会
、
四
時
閉
会

会
場

　

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

（
六
階
研
修
室
）

交
通

　

Ｊ
Ｐ
中
央
線
「
中
野
」
駅
下
車
徒

　
　
　

歩
五
分

議
事

　

九
一
年
度
活
動
報
告
、
同
決
算
報

　
　
　

告
、
同
監
査
報
告
の
質
疑
・
承
認

　
　
　

九
二
年
度
活
動
方
針
案
、
予
算
案

　
　
　

の
討
議
・
承
認
／
新
年
度
役
員
選

　
　
　

出
／
総
会
宣
言
の
採
択
／
そ
の
他

　

■
九
二
年
度

　
　
　
　
　
　
　

活
動
日
程
決
ま
る

九
二
年
七
月
十
八
・
十
九
日

　
　
　
　
　
　

第
二
六
回
常
任
幹
事
会

十
月
十
八
日

　

全
国
一
斉
街
頭
署
名
行
動

十
一
月
十
四
日

　

第
二
七
回
常
任
幹
事
会

十
一
月
十
五
日

　

地
域
難
病
連
交
流
会

十
一
月
十
六
日

　

各
省
陳
情
（
午
前
）

　
　
　
　
　
　
　

報
告
集
会
（
午
後
）

十
二
月
二
十
三
こ
一
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　

第
二
八
回
常
任
幹
事
会

十
二
月
二
十
四
日

　

厚
生
省
交
渉

九
三
年
三
月
二
十
七
こ
一
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　

第
二
九
回
常
任
幹
事
会

四
月
二
十
五
・
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　

第
八
回
幹
事
会

六
月
五
日

　

第
三
十
回
常
任
幹
事
会

六
月
六
日

　

第
八
回
総
会

六
月
七
日

　

国
会
請
願

　

■
事
務
局
員
が

　
　
　
　
　
　
　
　

変
わ
り
ま
し
た

　

事
務
局
員
と
し
て
皆
様
に
親
し
ま
れ
ご

支
援
い
た
だ
い
た
岩
本
さ
ん
は
こ
の
た
び

奈
良
県
大
和
高
田
市
の
病
院
に
勤
務
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
後
任
に
四
月
七
日

よ
り
山
崎
旦
夫
さ
ん
（
全
腎
協
会
員
）
が

当
面
臨
時
職
員
と
し
て
入
局
し
ま
し
た
。

　

山
崎
さ
ん
の
話

　
　

「
若
さ
元
気
と
い
う
点
で
は
と
て
も
前

任
者
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
。
で
も
社
会
経

験
だ
け
は
負
け
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

頑
張
り
ま
す
の
で
、
前
任
者
同
様
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
」

　

栗
の
花
の
香
り
が
ど
こ
か

ら
と
も
な
く
流
れ
て
き
ま

す
。
新
聞
発
行
が
大
幅
に
遅

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
新
事

務
局
員
、
額
に
汗
し
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

発
行
所

　

一
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

東
京
都
世
田
谷
区
砧
６
－
2
6
－
2
1

頒
価
三
百
円
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